
【受験率の概算値まとめ】

国家⼀般職(⾏) 国家⼀般職(技)

国税専⾨官 労働基準監督官

0.740

0.696

0.649

0.711



今回の受験率について

受験⽣が主観的に〇⼈中◆⼈受けてい
るよ∼と判断した値の統計データ
同じ会場からの報告があるため、⼆重
計上している場合もある

5∼5.5割くらい等のときは中間値を使
⽤(5.25割)



【受験率のデータ量】

国家⼀般職(⾏) 国家⼀般職(技)

国税専⾨官 労働基準監督官

8557⼈中

→6329⼈受験

4505⼈中

→3135⼈受験

456⼈中

→324⼈受験

291⼈中

→189⼈受験



今回の解析条件(国税)

1次受験者を10000名と仮定
最終合格者を3800名と仮定
受験率を0.696と仮定
平均点を(20、20)と仮定



【1次ボーダー予想値】

※受験者を10000名としたときの値



ポイント

筆記倍率が1.39なら今年は230くらい
がボーダーなのかなといったところ
※倍率が変わればボーダーも変わる
平均点＝277点、教養1問7.2、専⾨1
問8点くらいが⽬安
※平均点は何点かわからないけど、と
りあえず(20,20)と仮定しておきます



ブタ君

試験→国税専⾨官
素点→教養20、専⾨20
記述→まぁ普通かな

【2⼈の受験⽣を例として紹介】

ネコ君

試験→国税専⾨官
素点→教養17、専⾨17
記述→4割くらいかな...



⼀旦⾃分の標準点を算出しよう

平均点を予想してください
教養1問につき±7.2点
専⾨1問につき±8.0点
→その合計値を277点に⾜して下さい

例：(20,20)予想で⾃分が(18,24)なら
教養-2問、専⾨+4問
→�-7.2×2＋8.0×4＝17.6�≒17
→�277+17＝294点



ブタ君

試験→国税専⾨官
素点→教養20、専⾨20
標準点は277点だな

【2⼈の受験⽣を例として紹介】

ネコ君

試験→国税専⾨官
素点→教養17、専⾨17
標準点は230くらいかな...



【今回の条件でのボーダー予想値】

今年は465点くらいかなと...



【⾯接と記述の標準点まとめ(だいたい)】

(⾃分の標準点)＋(表↑の点数)
→465点を超えれば合格くらい



最終ボーダーが下がる理由

5000⼈受けて3800⼈くらい受かり
そう...
倍率1.32か...
昨年とあんま変わんないんじゃ...
→でもボーダーは下がるんです！



【昨年と⽐較してみます】

どちらも5000⼈ほど



ポイントは1次合格者の平均点

受験⽣の数は昨年と同じくらいです
が、1次合格者の平均点が今年は低い
昨年5000⼈ほとんどが平均点以上
今年は平均点以上が3480⼈
必然的に最終ボーダーは下がる



合格者は⼀定数出さなきゃいけない

例えば、昨年の1次合格者の平均点が
(23,23※適当)だとしたら、今年は
(21,21)とかのハズ
仮に今年の合格者を3500⼈(昨年と
同じ倍率)だとしても、ボーダーは下
がる



国税専⾨官
受験⽣約10000名(仮定)
1次合格→7189名

偏差値44∼45
=230点

偏差値50
=277点

【ブロック①】
偏差値45∼50
→2189名

受験率→0.696
2次試験受験者は...
7189×0.696＝5003名

【ブロック②】
偏差値50over
→5000名

【ブロック①】
偏差値45∼50
→1523名

【ブロック②】
偏差値50over
→3480名

① ②



ブタ君

試験→国税専⾨官
素点→教養20、専⾨20
標準点は277点だな

【2⼈の受験⽣を例として紹介】

ネコ君

試験→国税専⾨官
素点→教養17、専⾨17
標準点は230くらいかな...



【⾯接・記述のシミュレート値】【⽬安】

偏差値
44∼45
(17,17)
230点

偏差値
47

(18,18)
250点

偏差値
50

(20,20)
277点



ブタ君

②の層の⼈
3480⼈→2900⼈合格
ネガティブチェック!!!!

【どの層の受験⽣が落ちるかを考察】

ネコ君

①の層の⼈
1523⼈→900⼈合格
ネガ＋得点⾜りない⼈...



国税専⾨官
受験⽣約10000名(仮定)
1次合格→7189名

偏差値44∼45
=230点

偏差値50
=277点

【ブロック①】
偏差値45∼50
→2189名

受験率→0.696
2次試験受験者は...
7189×0.696＝5003名

【ブロック②】
偏差値50over
→5000名

【ブロック①】
偏差値45∼50
→1523名

【ブロック②】
偏差値50over
→3480名

① ②



意識してほしいこと

専⾨記述ビビりすぎ

記述の配点は2/9(そこそこ⼤きい)
専⾨記述記述は平均が53、偏差が17
⾯接も平均がBとCの間。



最後に

今回紹介した解析結果は仮定してい
る部分も多い

最終合格者数が増えることもある
5000→1200⼈(仮定)、この中に⼊
らないように頑張ろう!!!
ぎりぎりでも合格の可能性全然ある!!



とりあえずこの5つを⽤意しよう

●国税で働きたいと思ったきっかけ(志望
動機系)
●転勤は⼤丈夫？(転勤系)
●併願状況を教えて(志望度チェック)
●〇⽇までに他の併願先を辞退して
●逆質問



計算⽅法まとめ(国税)

教養と専⾨平均点予想→今年(◇,◇)

教養１問→標準点約7.2点
適性１問→標準点約8点

 →『平均点＝277点』(固定)
【１問の価値(だいたい)】

 →277点�±7.2×■�±8×■＝標準点
 ■は(⾃分の素点)ー(平均点)


